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2013年4月24日、カタル、ドーハで開催された
第10回ドーハ国際宗教間対話会議にて、サウジア
ラビアから参加したある女子大のサラ教授と。サ
ラ先生は長男をお供に出張してきていた。ワッハー
ブ派という厳格な宗派を奉じるサウジアラビアで
は女性の一人旅は禁止されている。

ウズベキスタン、イスラーム大学の女子学生たち。
人々は、ソ連時代に宗教の実践を禁止されていた
ために、飲酒もするし豚肉も食するが、心の中で
は、敬虔なムスリムだと思っている。


